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8
月
25
日
に
開
会
し
た
船
橋
市
議
会
第
3
回
定
例
会

は
、
こ
れ
ま
で
定
例
会
後
に
行
っ
て
い
た
決
算
審
査
を

会
期
内
に
お
こ
な
い
10
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

待
機
児
童
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

第３回定例会

待
機
児
解
消
や
教
育
費
無
償
化
を
要
求

過
剰
な
た
め
こ
み 

２
０
１
４
年
度
決
算
に
反
対

制
度
関
連
や
自
転
車
駐
輪
場
の
料
金
改
定
、
教
育
委
員

人
事
な
ど
の
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す

る
と
と
も
に
、
日
本
共
産
党
は
市
民
要
望
を
実
現
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
市
長
か
ら
昨
年
度

の
市
の
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
の
一
般
会
計
の
剰

余
金
は
45
億
円
。
う
ち
30
億
円

を
市
の
積
立
金
に
繰
り
入
れ
、

積
立
金
の
残
高
は
前
年
度
に
次

ぐ
市
政
史
上
2
番
目
の
2
5
1

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
多
額
の

予
算
を
使
い
残
し
潤
沢
な
積
立

金
を
維
持
す
る
一
方
、
多
く
の

切
実
な
市
民
要
望
が
削
減
又
は

後
回
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
、
高
齢
者
非
課
税

世
帯
に
対
す
る
市
独
自
の
医
療

く
ら
し
削
っ
て
積
み
立
て

２
５
１
億
円

　

今
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
改
悪
で
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
で
は
、
要
介
護

1
・
2
の
方
の
入
所
が
原
則
不
可
と
な
り
、

食
費
・
居
住
費
の
軽
減
対
象
も
減
ら
さ
れ
ま

し
た
。
所
得
1
6
0
万
円
以
上
の
方
た
ち
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
自
己
負
担
額
は
、
1

割
か
ら
2
割
に
増
や
さ
れ
ま
し
た
。
改
悪
で

影
響
を
受
け
る
方
た
ち
へ
の
市
独
自
の
救
済

策
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
「
経
済
的
負
担
増
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
利
用
制
限
は
好
ま
し
く
な
い
、
現
状
把
握

に
努
め
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
度
、
要
支
援
者
へ
の
訪
問
・
通

所
介
護
が
、
介
護
保
険
事
業
か
ら
市
の
「
総

合
事
業
」
に
移
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
に
置
き
換
え

ら
れ
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
方
た
ち
が
排
除
さ
れ
な
い

事
業
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
課
題
で
す
。

健 康 福 祉 委 員
議 会 運 営 委 員

市民環境経済委員長
会 派 代 表

市民環境経済委員
四市複合事務組合議員
民生委員推薦会委員

文 教 委 員
議会運営委員
農 業 委 員

総 務 副 委 員 長
県後期高齢者医療

広域連合議員

渡辺ゆう子
習志野台4-12-3-403

462-7273

中沢　学
前原西1-10-23-202

493-8140

建 設 委 員

広 報 委 員 長

松崎 さち

健康福祉委員
広 報 委 員

印内3-27-1-502
419-8470

文 教 委 員
消 防 委 員

坂井 洋介
高根台7-14-4-1
404-2039

介
護
保
険
改
悪

　

負
担
増
で
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
い

介護保険改悪による
市内の影響 2014年度 2015年

8 月～
サービス利用料自己負担が

1割から 2 割に 3,192 人

施設入所の食費・居住費
軽減対象者 3,286 人 2,378 人

費
助
成
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
継
続
に
必
要
だ
っ

た
費
用
は
約
1
億
円
。
一
方
で

老
人
福
祉
費
を
1
億
2
千
万
円

余
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
4

月
1
日
現
在
の
保
育
園
待
機
児

童
数
は
全
国
す
べ
て
の
自
治
体

の
中
で
第
2
位
。
市
の
基
準
に

よ
る
待
機
児
童
数
は
1
0
6
7

人
で
、
う
ち
3
7
0
人
分
は
公

立
保
育
園
の
保
育
士
が
80
人
不

 

社
会
保
障
・
税
番
号
法
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
に
か
か
わ
る

議
案
（
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
改
正
）
が
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号

を
付
け
、
個
人
の
資
産
移
動
か

ら
医
療
費
、
介
護
費
用
と
そ
の

利
用
の
中
身
ま
で
判
る
よ
う
に

管
理
す
る
と
い
う
も
の
で
、
基

本
的
人
権
を
侵
す
「
憲
法
違

反
」
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
制
度
導
入
で
の
船
橋

市
の
総
費
用
は
6
億
8
千
万
円

を
超
え
、
内
2
億
円
は
市
財
政

か
ら
の
支
出
で
す
。

　

船
橋
市
民
に
は
11
月
か
ら
個

人
番
号
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請
書
も

添
付
さ
れ
て
き
ま
す
が
、
こ
の

申
請
は
任
意
で
す
。
つ
く
ら
な

く
て
も
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
窓
口
等
の
本
人
確
認
は
、

個
人
番
号
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
、

運
転
免
許
証
な
ど
で
足
り
ま
す
。

　

情
報
漏
え
い
や
「
な
り
す
ま

し
」
犯
罪
の
危
険
性
な
ど
深
刻

な
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請

は
慎
重
に
す
べ
き
で
す
。

足
し
て
い
た
た
め
に
「
施
設
に

空
き
が
あ
っ
て
も
入
れ
な
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
生
活
道

路
や
公
園
の
整
備
、
学
校
備
品

の
購
入
な
ど
に
も
十
分
な
財
政

措
置
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
過
剰
な
た

め
込
み
を
や
め
、
市
民
生
活
の

改
善
に
必
要
な
財
源
を
ふ
り
む

け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
番
号
カ
ー
ド
」
は

つ
く
ら
な
く
て
も
大
丈
夫

成長中の貝殻島（三番瀬）
　三番瀬の東端、船橋港沿いにある「貝殻島」。死んだ貝の殻が風や

波で吹き寄せられ堆積してできた「島」です。航路に砂が落ちるの

を防ぐ堤防ができてから、貝殻が溜まるようになりました。以前は

アサリやバカ貝の殻が吹き寄せられてきていましたが、最近はホン

ビノスの殻が多いといいます。4 メートル程の高さに育った貝殻で

できた白い島は、今も貝殻の堆積が続き成長中です。

船橋再発見



共＝日本共産党　公=公明党　清風＝船橋清風会　新成＝新成　自民＝自由民主党　市政＝市政会

市民＝市民社会ネットワーク　民主＝民主党　研政＝研政会

内　　容 結果 共
（8人）

公
（10人）

清風
（6人）

新成
（6人）

自民
（5人）

市政
（5人）

市民
（4人）

民主
（3人）

研政
（3人）

陳
情

認可外保育施設通園児補助金増
額に関する陳情 不採択 ○ × × × × × ○ × ×

「戦争法案」の廃案を求める意
見書提出に関する陳情 不採択 ○ × × × × × ○ × ×

共
産
党
提
案
の
意
見
書

安全保障関連法案の今国会での
成立断念 ( 9/1 採決 ） 否決 ○ × × 全員

退場 × × ○ ○ ×

社会保障・税番号制度（マイナ
ンバー）の中止 否決 ○ × × × × × ○ × ×

学費無償化と給付制奨学金制度
の創設 否決 ○ × × ×

退場 2 × × ○ ○ ×

最低賃金の全国一律 1,000 円以
上への引き上げ 否決 ○ × × × × × ○ ○ ×

川内原子力発電所の再稼動を直
ちに中止すること等を求める 否決 ○ × × ×

退場 2 × × ○ × ×

TPP 交渉において国会決議を守
るよう求める 否決 ○ × × × × × ○ × ×

あ の 街 こ の 町 　2015 年 11 月 　No. ２１２ （ ２ ）

　

来
年
4
月
か
ら
市
営
駐
輪
場

の
料
金
体
系
を
改
定
す
る
条
例

案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
日

本
共
産
党
以
外
の
賛
成
で
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

①
利
用
を
平
準
化
す
る
た
め

利
用
率
の
低
い
駐
輪
場
の
料
金

を
引
き
下
げ
、
利
用
率
の
高
い

駐
輪
場
の
料
金
を
引

き
上
げ
る 

②
学
生
割

引
は
現
行
約
57
％
の

割
引
率
を
50
％
に
引

き
下
げ
る
、
な
ど
の
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
利
用
料
金
は
、

箇
所
数
で
6
割
、
自
転

車
台
数
で
７
割
以
上

が
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

　

日

本

共

産

党

は
、

「
不
足
す
る
駐
輪
場
の

増
設
に
対
す
る
市
の

責
任
が
一
切
示
さ
れ

て
い
な
い
。
利
用
を

平
準
化
す
る
た
め
と

い
う
な
ら
利
用
率
の

第 3 回定例会　陳情等への各会派の態度

　

都
市
農
地
は
、
近
年
で
は
環

境
保
全
機
能
の
高
さ
、
防
災
機

能
、
教
育
的
な
効
果
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
農
業
体
験
の
場
と
し

て
、
市
民
か
ら
は
「
市
民
農
園

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
害
の
防
止
・
軽
減
に
も
効

果
が
あ
る
農
地
の
多
面
的
機
能

を
保
全
し
よ
う
と
、
本
年
4
月

に
「
都
市
農
業
振
興
計
画
基
本

法
」
が
国
会
に
お
い
て
全
会
一

致
で
成
立
し
ま
し
た
。
船
橋
市

と
し
て
も
1
日
も
早
く
「
地
方

計
画
」
を
定
め
、
具
体
的
な
施

策
を
と
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
来
年
度
（
平
成
28
年

度
）
い
ろ
い
ろ
な
形
で
現
状
分

析
を
行
い
、
29
年
度
に
は
（
地

方
計
画
を
）
つ
く
り
た
い
」
と

答
弁
。

　

毎
年
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
も

の
農
地
が
失
わ
れ
て
い
る
船
橋

市
で
は
1
日
も
早
い
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

「
約
半
数
の
児
童
が
、
安
定

し
て
正
確
な
円
を
描
く
こ
と
が

難
し
い
安
価
な
コ
ン
パ
ス
を
持

参
し
て
い
る
。
道
具
の
違
い
に

よ
っ
て
算
数
へ
の
興
味
が
阻
害

さ
れ
な
い
か
心
配
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
に
差
を
生
み
出
さ
な

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
教
材

は
現
在
、
個
人
で
用
意
す
る
も

の
と
学
校
側
で
用
意
す
る
も
の

と
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
原
則
と
し

て
全
て
学
校
で
用
意
し
、
無
償

化
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
個
人
の
所
有
物
と
な

る
も
の
は
無
償
化
し
な
い
。
憲

法
26
条
の
義
務
教
育
無
償
と
い

う
の
は
教
材
費
を
含
ま
な
い
と

い
う
判
例
が
あ
る
」
等
々
、
様

々
な
言
い
訳
を
持
ち
出
し
て
無

償
化
を
拒
み
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
船
橋
市
の
給

食
費
・
教
材
費
の
無
償
化
を
引

き
続
き

求
め
て

い
き
ま

す
。 学

校
教
材
費
を

無
償
に
！

船
橋
の
農
地
を
守
る
施
策
を
！

低
い
駐
輪
場
の
料
金
を
下
げ
る

だ
け
で
済
む
話
。
料
金
引
き
上

げ
は
苦
し
い
庶
民
の
生
活
に
さ

ら
な
る
追
い
打
ち
を
か
け
る
も

の
。
学
生
割
引
率
の
引
き
下
げ

も
正
当
な
根
拠
が
な
く
子
育
て

支
援
に
逆
行
す
る
も
の
」
と
述

べ
反
対
し
ま
し
た
。

　
共
産
党
「
憲
法
に
反
し
、
立
憲

主
義
、
民
主
主
義
に
も
反
す
る
。

市
民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
の
が

地
方
自
治
体
の
仕
事
で
あ
り
、
戦

争
法
案
を
止
め
る
こ
と
は
地
方
議

会
の
大
事
な
仕
事
」

　
研
政
会
「
抑
止
力
を
高
め
戦
争

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
積
極
的
な

国
際
貢
献
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
。
限
定

的
な
武
力
行
使
が
許
さ
れ
る
が
歯

止
め
も
定
め
た
の
で
、
戦
争
は
し

な
い
し
、徴
兵
制
に
は
な
ら
な
い
」

　
公
明
党
「
後
方
支
援
は
、
日
本

の
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
の
サ
マ
ワ
で

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ
い
の
ぼ

り
を
上
げ
共
感
を
築
い
た
。
こ
れ

こ
そ
日
本
が
今
後
と
っ
て
い
く
後

方
支
援
」

　
新
成
「
戦
争
法
案
と
い
う
の
は

レ
ッ
テ
ル
は
り
。
憲
法
改
正
も
、

必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

◇  

　
◇  

　
◇

　
公
明
党
の
討
論
に
は
び
っ
く

り
。
法
律
の
条
文
を
読
ん
で
い
な

い
の
で
は
？ 

市
民
を
欺
く
た
め

に
こ
う
し
た
主
張
を
し
た
の
で
あ

れ
ば
不
道
徳
き
わ
ま
り
な
い
も
の

で
す
。

戦
争
法
案
反
対
陳
情
で
行
わ
れ
た
討
論

後
方
支
援
は
こ・

い・

の・

ぼ・

り・

を
あ
げ
る
こ
と
？

駐
輪
場
の
料
金
改
悪
案
が
可
決

整
理
員
ボ
ッ
ク
ス
に

エ
ア
コ
ン
を 

　

日
本
共
産
党
は
「
猛
暑
の
中
働
く
整
理
員

の
方
た
ち
の
た
め
エ
ア
コ
ン
設
置
を
」
と
求

め
て
き
ま
し
た
。
9
月
議
会
の
質
問
で
市
は

設
置
を
す
す
め
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
市
内
の
中
学
校
9

校
で
自
衛
隊
の
『
職
場
体
験
』

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
体
験
内
容
は
集

団
行
動
訓
練
や
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

着
用
な
ど
。
自
衛
隊
は
学
校
の

職
場
体
験
へ
の
協
力
を
自
衛
官

募
集
業
務
の
一
環
に
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

　

「
『
職
場
体
験
』
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
自
衛
官
と
な
り
海
外

で
殺
し
殺
さ
れ
る
戦
闘
に
参
加

す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
現
実
の

問
題
と
な
り
か
ね
な
い
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
の
『
職

場
体
験
』
は
や
め
る
べ
き
で
は

　

市
は
保
育
所
の
「
待
機
児
童

解
消
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
一
環
と
し
て
、
認
証
保

育
所
に
「
Ｂ
型
」
を
新
設
し
、

「
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
は

2
分
の
1
以
上
」
と
す
る
規
制

緩
和
を
行
い
ま
し
た
。

　

認
証
保
育
所
と
は
認
可
保
育

所
よ
り
基
準
の
低
い
市
独
自
の

制
度
で
す
が
、
保
育
従
事
者
は

こ
れ
ま
で
「
全
て
保
育
士
資
格

を
有
す
る
者
」
で
し
た
。

　

「
無
資
格
者
に
は
研
修
を
実

施
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

2
～
3
日
程
度
の
簡
単
な
も

の
。
安
全
や
保
育
の
質
が
確
保

で
き
る
の
か
疑
問
で
す
。

　

市
は
、
認
可
保
育
所
へ
の
入

所
を
希
望
し
て
い
て
も
認
証
保

育
所
に
入
所
し
て
い
れ
ば
待
機

に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
せ
ん
。

安
上
が
り
な
メ
ニ
ュ
ー
で
待
機

を
少
な
く
見
せ
る
の
で
な
く
、

需
要
に
見
合
う
認
可
保
育
所
の

増
設
こ
そ
必
要
で
す
。

保
育
の
基
準
を
下
げ
て
待
機
隠
し

　
「
船
橋
市
の

公
共
下
水
道
整

備
で
手
抜
き
工

事
が
行
わ
れ
て

い
る
」
と
い
う

告
発
が
日
本
共

産
党
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

設
計
で
は
掘

り
出
し
た
土
を
改
良
土
に
し
て

埋
め
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
ゴ
ミ
で
も
何
で
も
そ
の
ま

ま
埋
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
処

分
業
者
に
ち
ょ
っ
と
お
金
を
渡

す
と
「
処
分
し
た
」
と
い
う
書

類
を
書
い
て
く
れ
る
。
長
年
に

渡
り
相
当
な
金
額
に
な
る
。
小

さ
い
穴
を
掘
っ
て
調
べ
れ
ば
す

ぐ
に
分
か
る
―
と
い
う
も
の
。

　
「
至
急
調
査
し
直
ち
に
し
か

る
べ
き
厳
正
な
措
置
を
講
ず
る

べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
万
一
そ
の
よ
う
な
事

が
あ
れ
ば
路
面
に
現
象
が
現
れ

通
行
に
支
障
を
来
す
様
な
事
も

あ
る
が
、
現
在
そ
の
よ
う
な
状

況
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と

答
弁
。

　

現
象
が
現
れ
て
か
ら
で
は
遅

い
と
い
う
事
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
調
査
の
実
施
を
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。

な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
不
適
切
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
」
な
ど
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

「
教
え
子
を
戦
場
に
送
ら
な

い
」
と
い
う
誓
い
を
教
育
現
場

に
取
り
戻
す
た
た
か
い
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

下水道で
手抜き工事？

市
内
９
中
学
校
で
自
衛
隊
『
職
場
体
験
』


